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 総合文化祭 この秋              を開催 !

第１回大山町総合文化祭 

１０月２５日 （土） ・２６日 ( 日 )

大山農村環境改善センターおよび
大山農業者トレーニングセンター
　　　　　　　　　　（大山町今在家）
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大 山 町 総 合 文 化 祭 イ メ ー ジ 図 
 

 

町内小・中学校発表会 
講演会、シンポジュウム 
サークル等の発表など 

大山町の特産品等の
即売、バザーなど 

バザー・即売など

展示コーナー ステージ発表 物販（テント村） 
コーナー 

文化・芸術・賑わいの「一会場化」 

なかやまわいわい 
フェスティバル 

公民館まつり・発表会 

（各地区） 

納涼の夕べ 

（所子地区） 
健康まつり(社福関係) 

町民作品展・特別展など 

          町 民   町内勤務者   町内企業、事業所  その他  

従来の催しは、別に開催 

参 加 参 加 

参 加 参 加 

　町では、新しい文化祭のあり方について、各地区で文化祭

に携わってこられた方を委員とした検討委員会を設け、これ

までの文化祭の実績を踏まえながら、協議を重ねてきました。

　その結果、各地区で実施されてきた活動は継続しつつ、町内の文化活動をより高めていくた

めに、各分野で秀でた作品の展示やステージ発表、また、町特産品などを販売する賑わいコー

ナーをあわせた総合的な文化祭を１会場で行うよう提言を受けました。

　この提言をもとに、6月 30 日に開催した実行委員会で、第 1回総合文化祭の日程、会場な

どが決定されました。ただいま、展示、発表、物販の各専門部で詳細を検討しており、近日中

に開催要項をお知らせします。
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
                                            に関するお知らせ

長寿医療制度の見直し内容について

問い合わせ

◆長寿医療制度について…

 　住民生活課 ☎ 0859-54-5210

◆保険料について…

 　税務課　　 ☎ 0859-54-5208

または

◆鳥取県後期高齢者医療広域連合  

　　　　　　　0858-32-1095 へ

※申し出された後、速やかに年金からのお支払いを中止する手続きを行いますが、

口座振替への変更となる時期は、申し出される時期により異なりますので、ご了承

ください。（８月 15日までに申し出された場合、10月から口座振替となります）

　　平成２０年度において、次のとおりの見直しがされる予定となっています。

　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が本年 4月からスタートしていますが、この制度の円滑な運営を図るため、

政府・与党で本年 6月に以下のような負担の軽減策などが取りまとめられましたので、その内容をお知らせします。

■低所得の方の保険料負担を軽くします

　①均等割額が７割軽減されている世帯で８月まで年金から保険料を支払っている方については、

　１０月からは保険料を徴収しないこととします。なお、７割軽減世帯で納付書等により納めて

　いただく方にも同等の軽減措置を行う予定です。

　　（該当の方の均等割額は、１２，４７７円から６，０００円となる予定です。）

　②所得割額を負担する方のうち、所得の低い方（具体的には、算定された所得割額が

　４４，９５０円までの方）については、一律５０％軽減する予定です。

　対象となる方には、８月以降に追加軽減後の保険料額をお知らせする予定にしています。

　長寿医療制度の保険料を年金からお支払いいただいている方（１０月から年金からお

支払いいただく予定の方も含む）のうち、次のいずれかの要件を満たす方は、税務課の

窓口に申し出されることにより、保険料を口座振替により支払うことが可能となります。

■保険料の支払方法の変更について

　①国民健康保険の保険料（税）を確実に納付していた方（本人）が、

   口座振替により納付する場合

　②年金収入が１８０万円未満の方が、世帯主または配偶者（連帯納

　付義務者）の口座から、振替によって納付する場合
　

【申し出に必要なもの】

　・被保険者証

　・金融機関で保険料の口座振替の手続きを行った「本人控え」
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きょういく
 通 信
学校教育課
☎0859‐54‐5211

働
く
の
っ
て

中
学
生
職
場
体
験
学
習

　

中
学
２
年
生
に
よ
る
職
場
体
験
学

習
が
、
名
和
中
学
校
で
は
6
月
30
日
〜

7
月
4
日
に
、
中
山
中
、
大
山
中
学
校

で
は
7
月
7
日
〜
11
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
社
会
の
中
で
行
う
活

動
を
通
し
て
、
地
域
や
地
域
の
人
々
に

学
び
、職
業
や
自
分
へ
の
理
解
を
深
め
、

進
路
や
将
来
の
夢
へ
の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
商
店
や
介
護
福
祉
施
設
、

建
設
会
社
、
消
防
署
や
役
場
の
施
設
な

ど
、
町
内
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
に
出

か
け
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
仕
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
月
曜
日
に
は
少
し
緊
張

し
、
ぎ
こ
ち
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
仕
事
や
環
境

に
慣
れ
、
積
極
的
に
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

１
週
間
の
活
動
を
終
え
た
生
徒
に
感

想
を
き
い
て
み
る
と
、「
働
い
て
お
金

を
得
る
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ
を
知
っ

た
の
で
、
お
金
を
大
切
に
使
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
」「
外
か
ら
見
て
い
る
の

と
、
実
際
に
働
い
て
み
る
の
で
は
大
き

く
違
っ
て
い
た
。
働
く
と
い
う
の
は
と

て
も
大
変
な
こ
と
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

講 師：   ( 財）大山恵みの里公社 事務局長 下岡　真さん

！？

大
変

夏
休
み
！

こ
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う

　

町
内
の
小
中
学
校
も
夏
休
み
を
迎
え
ま
し
た
。
楽
し
い
夏
休
み
を

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
地
域
の
み
ん
な
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

〜
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
〜

◎
子
ど
も
の
行
動
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
子
ど
も
は
外
に
出
る
機
会
が
増
え
、
行
動
範

囲
が
広
が
り
ま
す
。
外
出
先
を
確
認
す
る
、
小
さ
い
子
を
1
人
で
遊

ば
せ
な
い
、
送
り
だ
す
と
き
は
一
声
か
け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
行
動

を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

◎
子
ど
も
に
教
え
る
5
つ
の
合
言
葉

「

い
か
の
お
す
し
」

　

「
い
か
な
い
」「
の
ら
な
い
」「
お
お
ご
え
を
出
す
」「
す
ぐ
逃
げ
る
」

「
し
ら
せ
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
い
か
の

お
す
し
」
と
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 　

1
．
知
ら
な
い
人
に
は
絶
対
に
つ
い
て
「

い
か
な
い
」。

2
．
知
ら
な
い
人
の
車
に
は
絶
対
に
「

の
ら
な
い
」。 

3
．
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、「

お
お
ご
え
を
出
す
」。

４
．
怖
い
目
に
あ
っ
た
ら
「

す
ぐ
逃
げ
る
」。 

5
．
友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
近
く
の
大
人
や

　

お
巡
り
さ
ん
に
「

し
ら
せ
る
」。 

　

※
「
い
か
の
お
す
し
」
は
、
警
視
庁
が
考
え
た
合
言
葉
で
す
。

写真右上：大山中（役場大山支所） 
不法投棄ゴミをさがして処分しました。「こ
んなものが捨てられているなんて！！」

写真右下：名和中（名和公民館） 
図書を番号順に並べ、借りる人が探しやす
くする作業です。とても根気がいります。

写真左上：中山中（ポプラ中山店） 
一つ一つほこりを払いながら、商品を並べ
ていきます。レジ打ちにも挑戦しました。
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きょういく通信

第４回「大山学」講座のお知らせ

講 師：   ( 財）大山恵みの里公社 事務局長 下岡　真さん

場 所：  中山生活想像館 わくわくホール

●今後の予定

講演「大山町の魅力を語る」
  「大山恵みの里づくり計画」に基づいて（財）大山恵みの里公社が

取り組んでいる事業を通して大山町の魅力を語っていただきます。

日 時：  9 月 1日（月）　14時～ 15時 30 分

申込締切：  ８月２２日（金）

申込み・問い合わせ先：  
　　　中山公民館　☎０８５８－５８－２３３４

　第５回「大山学」講座　「大山自然観察会」
　春に開催して好評でした大山の自然観察会を９月２０日（土）９時から開きます。

　「夏から秋に移り変わる大山の自然を満喫してみませんか！」

　詳細は後日連絡いたします。

　問い合わせ先：名和公民館　☎０８５９－５４－２６８８

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

〜
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
守
ろ
う
〜

　

「
大
山
町
子
ど
も
見
守
り
隊
」
に
よ
る
下
校
時
の
小
・
中
学
生
の

安
全
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
の
方
が
ロ
ゴ
入
り
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
帽
子
を
着
用
し

て
、
下
校
時
に
あ
わ
せ
て
近
所
を
散
歩
す
る
、
通
学
路
周
辺
の
畑
な

ど
で
作
業
を
し
な
が
ら
見
守
る
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
留
所
か
ら
集

落
ま
で
を
一
緒
に
歩
い
て
帰
る
な
ど
、
自
分
の
都
合
に
あ
っ
た
無
理

の
な
い
見
守
り
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

現
在
の
隊
員
数
は
大
山
地
区
18
人
、
名
和
地
区
20
人
、
中
山
地
区

15
人
で
、
あ
わ
せ
て
53
人
の
方
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
２
学
期
が
始
ま
る
の
は
小
学
校
が
８
月
26
日
か
ら
、
中
学

校
は
翌
日
27
日
か
ら
で
す
。
児
童
生
徒
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
活
動

が
で
き
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、
い
つ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
・
提
出
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
・
役
場
・
支
所
・
公
民
館
に
あ
る
応
募
用
紙

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
、
応

募
用
紙
の
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

学
校
教
育
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
１

社会教育課
☎0859‐54‐5212
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消防技術を競い
団員の士気を高める

まちの話題
　

鳥
取
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
７
月
６
日

（
日
）、
米
子
市
の
鳥
取
県
消
防
学
校
で
開
か
れ
、
大
山

町
消
防
団
か
ら
大
山
第
２
分
団
、
名
和
分
団
、
中
山
第

２
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
は
、
消
火
活
動
の
基
本
と
な
る
操

作
を
迅
速
か
つ
正
確
に
行
い
、
タ
イ
ム
や
規
律
、
節
度

あ
る
動
作
な
ど
を
競
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
照
準
を
合
わ
せ
、
４
月
下
旬
か
ら
分
団

員
と
と
も
に
練
習
を
積
ん
で
き
た
選
手
た
ち
は
、
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
き
び
き
び
と
し
た
操
法
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
名
和
分
団
が
準
優
勝
を
果
た
し
、
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
大
会
は
、
７
月
20
日
に
鳥
取

市
で
行
わ
れ
、名
和
分
団
は
入
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、

県
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
操
法
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
山
地
区
第
９
回
海
の
日
海
岸
清
掃

が
7
月
21
日
、
平
田
、
末
吉
の
両
海
岸

で
行
わ
れ
、
早
朝
か
ら
猛
暑
の
な
か
地

元
住
民
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
２
０
人

が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

清
掃
後
は
両
海
岸
と
も
大
変
き
れ
い

に
な
り
、
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
可

燃
物
７
２
５
㎏
、
不
燃
物
５
５
０
㎏
に

な
り
ま
し
た
。

海
岸
を

　

き
れ
い
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
4
回
大
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
７
月
13
日
（
日
）、
仁
王
堂
公
園
芝
生
広

場
で
行
わ
れ
、
２
４
３
人
が
41
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
戦
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

　

優　

勝　

上
木
料
チ
ー
ム 

２
５
６
打

　

準
優
勝　

平
チ
ー
ム 

２
５
７
打

　

第
３
位　

所
子
チ
ー
ム 

２
６
４
打

【
個
人
の
部
】

　

優　

勝　

牧 

喜
惠
子
（
平
） 

32
打

　

準
優
勝　

青
木 

奎
司
（
国
信
）
35
打

　

第
３
位　

田
川 

三
夫 

（
松
河
原
）
36
打

　

第
４
位　

小
原 

卓
矩 

（
唐
王
）
37
打

　

第
５
位　

門
脇 

晃
三 

（
所
子
）
38
打

　

大
山
町
体
育
協
会
主
催
の
第
3
回
大
山
町
水
泳
大
会
が
７
月
20
日

（
日
）、
名
和
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

部
落
・
職
域
な
ど
、
小
学
生
か
ら
80
代
ま
で
の
約
40
人
が
参
加
し
、

暑
い
夏
空
の
も
と
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
な
が
ら
元
気
に
泳
ぎ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
新
し
い
プ
ー
ル
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
」「
ま

た
来
年
も
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

選
手
・
応
援
団
と
も
に
参
加
賞
と
し
て
町
内
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
が
配
ら
れ
、
旬
の
お
い
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
主
催
者
は
「
来

年
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し
い
大
会
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
部
落
の
部
】

　

優　

勝　

中
山
口
部
落

【
職
域
な
ど
の
部
】

　

優　

勝　

チ
ー
ム
西
小

　

第
２
位　

(

有)

西
尾
プ
ラ
イ
ト
工
業

ピカピカプールで
水しぶき 大山町水泳大会
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まちの話題

ダンスで
リフレッシュ！

高齢者学級合同研修会

　

町
で
は
、
60
歳
以
上
の
方
が
生
き
が
い
づ
く
り
や
心
豊

か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

学
習
す
る
高
齢
者
学
級
を
、
年
間
を
通
じ
て
中
山
・
名
和
・

大
山
の
各
公
民
館
で
開
い
て
い
ま
す
。

　

３
地
区
合
同
の
交
流
研
修
会
が
７
月
15
日
（
火
）、
今

在
家
の
大
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
中
山
の
ふ
れ
あ
い
大
学
、
名
和
の
こ
と
ぶ
き
学
級
、

大
山
の
お
も
と
学
級
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
、
講

師
の
中
山
公
民
館
館
長
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
近
藤
盛
一
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
の
軽
い
運
動
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

最
初
に
運
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
後
、
い

す
に
座
っ
て
軽
く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。
そ
れ
か
ら
音
楽
に
合

わ
せ
て
歩
い
た
り
、
マ
ン
ボ

や
ス
ロ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
な

ど
の
ス
テ
ッ
プ
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。
最
後
は
「
大
山
賛

歌
」
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ

も
踏
み
ま
し
た
。「
基
本
を

覚
え
る
と
、
ど
ん
な
音
楽
に

も
あ
わ
せ
て
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
」
と
近
藤
館
長
は

話
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は

「
楽
し
か
っ
た
」「
い
い
運
動

に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
、
身
も
心
も
軽
や
か
に

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

次
回
の
合
同
研
修
会

は
、
９
月
に
大
山
学
講
座
を

聴
講
す
る
予
定
で
す
。

近藤館長の指導に合わせステップを踏む皆さん

３種目で熱い戦い！

白熱したソフトバレーの試合

　

所
子
地
区
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
と
こ
ろ
ご
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
が
７
月
６
日
（
日
）、
大
山
中

学
校
体
育
館
と
仁
王
堂
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
」
の
３
種
目
を
実
施
し
、
気
温
が
30
度
を
超
え
る

中
、
１
６
０
人
あ
ま
り
の
参
加
者
が
各
種
目
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
第
20
回
目
の
記
念
大
会
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
に
は
所
子
地
区
以
外
の

方
も
参
加
。
今
ま
で
に
な
く
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

ところごスポーツフェスタ

種　目 優　勝 準優勝 第 3位
グラウンドゴルフ 大山口 末長  所子

スポーツ

チャンバラ

小学校２年生以下の部 浅田乃旦 　浅田一凪　  片尾総一郎、門脇日向
小学校３～６年生の部 林原瑠我 金田正弘  谷　則行、杉本翔太
一般（中学生以上）の部 久保浩二 森脇紗英  蔵本一美、門脇　晶

ソフトバレーボール 中高１区 ウェンディー  プチ・ヴァレンチ、平木

【結　果】
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シリーズ 　愛育委員会です　その④

   暑い毎日が続いていますが、お変わりないで

しょうか？　

　汗の季節には家の中でも脱水症状をおこした

り、熱中症になることもあります。お仕事やス

ポーツの前後には水分補給を忘れないようにし

ましょう。小さいお子さんやお年寄りさんには

特に気をつけてあげましょう。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート

講演会に参加して

～大山町の在宅医療・在宅ケアを考える～  ー６月１８日ー
　足立誠司先生（藤井政雄記念病院副院長）を講師にお迎えして、講演「大山町における在宅ケアに関

するアンケートから見えてくるもの」と、山口町長との対談が行われました。

ダイエットにお薦め

☆大山賛歌体操

　６４歳以下の肥満傾向の方を対象にした健康教室が開かれまし

た。ここでは大山賛歌体操の健康づくり編が使われています。すで

に肥満解消教室で頑張ってこられた方々の参加もあり、目に見える

「ダイエットぶり」に効果を実感します。ダイエットを目指してお

られる方は、ぜひ町で行われる健康教室に参加してください。

＊視察研修で行った篠山市いぬい福祉村で使われていた「心」
の文字をデザインしたハートのマーク。愛育委員会も心が伝
わるような活動を目指しています。

　アンケートでは「介護も最期も在宅で」と希望される町民が約３８％あり、厚生労働省が行った同様

のアンケートの約１０％と比べるとかなり高い値でした。これを受けて町長は「自宅での看
み と

取りを１つ

の選択肢として考えられないだろうか」と町の支えの仕組み作りを考えたい旨を話されました。また足

立先生は終末緩和ケアのネットワーク作りを推進し、チームを組んで介護から最期まで「過ごしたい場

所でいかに長く過ごせるか」を大切にしたいと話されました。

～健康づくり（メタボリック予防）編（福祉保健課主催）～　
　　　　　                       　　 　ー６月１７日、２１日ー

　保健福祉センターだいせん、大山農村環境改善センター、高麗コ

ミュニティーセンターの３カ所で練習会を行いました。参加された

皆さんは一生懸命覚えられ、良い汗をかきました。

　体操は初めから通して行わなくても１つ２つの運動を選んで行っ

ても効果があります。仕事や家事の合間に試してみてください。

～介護予防編練習会　（愛育委員会主催）～　
　　　     ー６月２３日、２５日、２７日ー

　６月３０日に行った愛育委員会役員会では、介護の現場で働い

ておられる役員の建部栄子さんから「施設での看取り」や「介護

の現場の実情」「介護保険のこれから」など詳しくお話しを聞き

ました。在宅での介護や看取りは理想的ですが、介護を受ける人

の考え、介護する人の気持ちや経済的な問題、なんといっても医

療とのしっかりとした連携が必要と話されました。来年３月には

介護保険の３年ごとの見直しが行われるそうです。私たちも自分

たちの問題としてしっかりと見届けなければと思いました。　

▲高麗コミュニティーセンターで
の練習の様子

▲愛育会役員会で建部さんから介護
現場の話を聞きました。

（文責：愛育委員会 会長 桑原可菜子）
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生
産
者
ミ
�
テ
�
ン
グ
を

開
き
ま
し
た

大山恵みの
里だより
   vol.8

※問い合わせ先

　（財）大山恵みの里公社

　　　TEL　0859‐39‐5016

　　　FAX　0859‐53‐3163

　役場大山振興課

　　　TEL　0859‐53‐3313

　　　FAX　0859‐53‐3163

  ７月１１日に

  モンベルクラブ 大山店 が
               オープン しました

　

7
月
1
日
（
火
）、
大
山
町
産
品
の
販
路
開
拓

に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、大
山
支
所
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
5
月
か
ら
始
め
た
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
の

大
山
町
コ
ー
ナ
ー
の
売
り
上
げ
状
況
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
売
り
上
げ
が
順
調
に
伸
び

て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
併
せ
て
売
り
場
も
拡
大

し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
売
り

場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
包
材
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
ピ
ー
オ
ー

ピ
ー
ま
た
は
ポ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
買
物
の
場
所
に

あ
っ
て
商
品
と
一
体
と
な
っ
て

呼
び
か
け
る
広
告
）
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
よ
り
お
客

さ
ん
に
と
っ
て
買
い
や
す
い
売

り
場
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
課
題
で
あ
る
物
流
に

関
し
て
よ
り
良
い
方
法
を
検
討

し
、
よ
り
多
く
の
生
産
者
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

　

公
社
で
は
新
た
な
ス
ー
パ
ー

と
も
交
渉
中
で
す
し
、
建
設
を

予
定
し
て
い
る
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
で
も
取
り
扱
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
生
産
物
が
少
量
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
山
寺
参
道
地
域
の
再
生
と
魅

力
向
上
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ

る
、
空
き
店
舗
活
用
の
取
り
組
み
が

実
を
結
び
、
大
山
寺
橋
の
た
も
と
に

「
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ 

大
山
店
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
オ
ー
プ

ン
を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
お
客
様

で
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
大
山
店
は
、
国

内
大
手
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー

カ
ー
「
モ
ン
ベ
ル
」
の
直
営
店
で
、

中
国
地
方
に
は
初
の
出
店
で
す
。
１

階
は
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
が
並
ぶ
店
舗

で
、
２
階
が
多
目
的
ホ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
口
を
入
る
と

正
面
に
吹
き
抜
け
を
利
用
し
た
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
岩
壁
登
り
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
16
万
人
を
超
え
る
モ
ン

ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
々
へ
大
山
の

情
報
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
方
が

大
山
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
大
山
の
新
た
な
魅
力

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

中国地方初出店！  

売
れ
る

売
り
場
を

目
指
し
て

▲モンベル大山店と北壁

▲生産者の皆さんとの話し合い
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NO.39

一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　

★ この世の全部を敵に回して／白石一文

★ 夜の桃／石田衣良

★ 謎の転倒犬／柴田よしき

★ RURIKO ／林真理子

★ 遊女（ゆめ）のあと／諸田玲子

★ Ｆｉｅｌｄ , Ｗｉｎｄ／あさのあつこ

★ 前世療法／セバスチャン・フィツェック

★ 世界の測量／ダニエル・ケールマン　　　

エッセイ　　　　　　　　　     　　　　　　　 

★ 昭和の玉手箱／赤瀬川原平

★ シズコさん／佐野洋子

★ クルマのない生活／今泉みね子

★ ザ・万歩計／万城目学　　　　　

　しい企画も盛りだくさん

夏休み

『心がぽかぽかするニュース HAPPY NEWS』
日本新聞協会／編　文藝春秋

  １年間の新聞記事の中から、読者が選

んだ幸せを感じるニュースの集大成。

　財布の盗難届けを受けた南の島の警

察官が、「島民が盗むはずはない」と犯

人のカラスをつきとめた話。冷たい風

が吹きこむ駅舎のベンチにそっと誰か

が座布団を置いた話。心が寒くなるよう

司書のおすすめの本

　大山町立図書館ホームページの「お知らせ」のコー

ナーで、季節ごとの絵本の紹介をしています。また、

毎月「うるおい通信」で紹介している「司書のおすす

めの本」も随時掲載していますので、ぜひご覧ください。

　上のようなチラシが、各小中学校・保育所で配布されていま

すし、最寄りの図書館にも置いてありますので、ご覧ください。

ホームページにも掲載しています。

楽

特別展示
　大山町立図書館本館 ・ 名和分館 ・ 大

山分館では、 それぞれ 「自由研究に役

立つ資料の展示 ・貸出」 をしています。

　本館では、 「図書館を使った “調べる”

コンクール入賞作品展示」も行っています。

　夏休みの自由研究に困ったときには、

図書館で司書に相談してみてください。

児童・絵本　　　　　　　　　　　　　　　　

★ ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ガマ先生／

　　　　　　　　　　　　　　水木しげる

★ 菜の子先生はどこへ行く？／富安陽子

★ パスワードダイヤモンド作戦！／松原秀行

★ ティーン・パワーをよろしく１０／

　　　　　　　　　　　　　エミリー・ロッダ

★ 江戸の大火と伝説の龍（マジック・ツリー・ 

    ハウス 23）／メアリー･ポープ･オズボーン

★ まほうのコップ／長谷川摂子

★ あいうえおみせ／安野光雅

郷土　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  

★ 平成 19 年度とっとりの農林水産業／

　　　　　　　鳥取県小学校教育研究会社会部

なニュースが続く中、「日本もまだまだ捨てたもんじゃない」

と元気になれる１冊。２００５年から毎年刊行。この夏最新

号が入ります。（か）
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平成20年度

　ステップアッ
プ編

受講生
大募集！

　入門編に続いてステップアップ編の講座を

9月に開きます。

　入門編を受講された方はもちろん、昨年の

養成講座を受講された方、ボランティア活動

やご家庭で既に実践されている方など日々の

読み聞かせの技術アップをしたい方は、ぜひ

受講してください。

　ご参加をお待ちしています。

読み聞かせ養成講座

日時・会場 方法 内　容・講　師

1 回

９月５日（金）

19:30 ～ 21:00

名和公民館

講義

演習

わらべうたを楽しもう

講師　山根郷子さん（米子市児童文化センター司書）

2回

９月１９日（金）

19:30 ～ 21:00

名和公民館

講義

実習

お話会～聞いてみよう語ってみよう～

　講師　だくちる（米子市お話サークル）のみなさん

3回

９月２６日（金）

19:30 ～ 21:00

名和公民館

講義
ようこそお話の世界へ～語る楽しみ聞く楽しみ～

講師　松田暢子さん（日野町図書館長）

◆講師　　　下記のとおり

◆定員　　　先着３０人

◆託児　　　託児あります。ご希望の方はお申し込みください。

◆締め切り　８月３１日 ( 日）　

　　　　　　町立図書館 本館（☎0858－ 49－ 3010）まで。

　　　　　　お申し込みの際は、住所・氏名、電話番号をお伝えください。　
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大
山
は
ま
な
す

サ
イ
ク
リ
ン
グ
２
０
０
８

10
月

５
日
（

日
）　

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
か
や
ま

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
爽
や
か
な
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

お
昼
に
は
和
牛
の
焼
肉
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。
参
加
者
に
は
も
れ
な
く
温

泉
入
浴
券
を
進
呈
！

第
22
回
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大山はまなすサイクリング2008申込書

参

加

者

フリガナ 男

・

女

（生年月日）

　　  年 　  月 　  日 （ 　  歳 ）

参加コース

（どちらかに○印）氏　名

住　所
〒（　　－　　　）　　　　　☎（　　　　）　　－ Ａコース

Ｂコース

参加料金（該当に○印） 　１．　3,000 円 　２．　1,500 円

保

護

者

フリガナ 男

・

女

（生年月日）

　　

　　年　 月　 日（　 歳）
氏　名

住　所

〒（　　－　　　）　　　　　☎（　　　　）　　－

参
加
者
と
の

続
柄

※小学生の参加の場合は同伴の保護者名も記入お願いします。

誓　約　書
　私は、はまなすサイクリングに参加するにあたり、サイクリング中の事故や不慮

の疾病などの場合、主催者に対し一切の責任の請求はいたしません。

　以上誓約いたします。

　　　平成 20年　　月　　日

本人署名（未成年者は保護者名）　　　　　　　　　　　　　　　　印

コース／　Ａコース･･･一息坂コース（32km）

　　　　　Ｂコース･･･はまなすコース（20km）

定　員／　先着 350 人（小学生は保護者同伴のこと）

料　金／　高校生以上　3,000 円

　　　　　中学生以下　1,500 円

申し込み／　９月１日（月）までに申込書に代金をそえて、下記のいずれかへお申し込みください。

　　　　　　（申込書は、役場にも用意しています）

　　　　　　●大山町役場本庁　企画情報課

　　　　　　●大山町役場中山支所　総合窓口課

　　　　　　●大山町役場大山支所　総合窓口課

　　　　　　※代金振り込みの場合〈振り込み先〉山陰合同銀行　中山出張所　普通預金　３６０４０９８

　　　　　　　　　　　　　 　　　 〈受　取　人〉中山まちづくり実行委員会　会長　岸本耕二

集合場所／　ふるさとフォーラムなかやま　

　　　　　　　●受　   付：８時 30 分～９時　　　　　　

　　　　　　　●スタート：９時 30分

　　　　　　　●ゴ ー ル ： 12時　ゴール後は温泉･昼食をお楽しみください。

その他／　■サイクリング中の事故に関しましては一切責任を負いません。交通ルールを守って事故　　　

　　　　　　のないようご走行ください。なお、傷害保険への加入は主催者側で行います。

　　　　　■原則として雨天決行ですので、雨具をご用意ください。ただし、コースを一部変更する　　　

　　　　　　場合もありますのでご了承ください。

　　　　　■このサイクリングは競技会ではありません。

主催／中山まちづくり実行委員会

■問い合わせ先　企画情報課　☎ 0859 － 54 － 5202

　　  〒 689 － 3211　西伯郡大山町御来屋 328　FAX0859 － 54 － 5216
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人権のつぼ 38
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

　

広
島
県
福
山
市
に
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
世
に
問
う
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。
第
2
次
世
界

大
戦
を
通
じ
て
、
組
織
的
に
人
道
を
無
視

し
た
悲
惨
な
事
件
は
、
す
で
に
「
ア
ン
ネ

の
日
記
」
や
「
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収
容
所
」

な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
中
に
紹
介
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館

は
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
開
館
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
戦
後
50
年
。
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
解
放
50
年
。
ま

た
ア
ン
ネ
の
日
記
で
知
ら
れ
る
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
没
後
50
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

し
た
。
開
館
以
来
、
各
地
か
ら
子
ど
も

た
ち
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
（
ナ
チ
ス
に
よ
る
大
虐
殺
）
の

歴
史
を
具
体
的
に
知
り
、
そ
れ
を
通
し
た

平
和
の
学
び
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
10
月
に
は
、
新
し
い
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
記
念
館
が
開
館
さ
れ
、
面
積
も

大
き
く
な
り
、
展
示
内
容
も
充
実
し
ま
し

た
。
こ
こ
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
、歴
史
を
学
び
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
・
世
界
づ
く
り

に
向
か
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
で

  
「
差
別
」
と
「
偏
見
」
に
つ
い
て
考
え
る

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
伝
統

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
誕

生
の
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
の
間
に
宗
教
上
の
確
執
が
生
ま
れ
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
が

誕
生
す
る
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
就
業
面
な

ど
の
制
限
を
受
け
る
な
ど
、
民
族
的
対
立

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

改
宗
を
拒
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
が
ス
ペ
イ
ン

か
ら
追
放
さ
れ
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
居
住
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
強
制
的
隔
離
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
５
１
６
年
に

は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
最
初
の
ゲ
ッ
ト
ー
（
ユ

ダ
ヤ
人
の
強
制
居
住
区
）
が
作
ら
れ
ま
し

た
。ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
政
権

下
で
行
わ
れ
た
こ
と

　

１
９
３
３
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で

続
い
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
政
権
下
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
た
だ
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
だ

け
で
６
０
０
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
未
来
に
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
１
５
０
万
人
の
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
し
た
。

　

初
め
ド
イ
ツ
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
（
56
万

人
）
を
国
外
追
放
と
い
う
方
法
で
、
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
併
合
、
チ
ェ
コ
分
割
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

侵
攻
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
占

領
と
、戦
争
の
進
行
と
占
領
地
の
拡
大
で
、

関
係
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
数
は
膨
大
に
な
り

ま
し
た
。

　

追
放
政
策
の
破
綻
か
ら
隔
離
へ
、
そ
し

て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
絶
滅
収
容
所
に
代

表
さ
れ
る
人
権
を
無
視
し
た
大
量
虐
殺
が

実
行
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た

日
本
人　

杉
原
千ち

畝う
ね

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

カ
ナ
ウ
ス
に
領
事
と
し
て
駐
在
し
て
い
た

杉
原
千
畝
は
、
１
９
４
０
年
8
月
31
日
の

領
事
館
閉
鎖
期
限
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間

の
な
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
脱
出
し
て
来

た
６
０
０
０
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
、
日
本
へ

の
通
過
ビ
ザ
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

杉
原
千
畝
が
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
（
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
秘
密
国
家
警
察
）
の
危
険
を
冒
し

て
発
給
し
た「
６
０
０
０
人
の
命
の
ビ
ザ
」

に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
人
々
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
1
月
に

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
よ
り
「
諸
国
民
の
中
の

正
義
の
人
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

何
を
学
ぶ
か

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
を
訪
れ
、
長
い

伝
統
社
会
に
起
因
す
る
民
族
、
人
種
、
宗

教
と
い
う
「
差
別
」
と
「
偏
見
」
の
な
か
で
、

た
だ
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
大

虐
殺
を
受
け
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
理
不
尽
で
重
大
な
過
ち
を

政
府
が
犯
す
と
き
、
こ
れ
を
国
民
が
認
め

た
形
に
な
っ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
を
生
ん
だ
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
民
族
、
人
種
、
宗

教
、
性
別
、
出
身
、
文
化
、
習
慣
、
思
想
、

信
条
、
学
歴
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
人

権
を
大
切
に
し
、
護
り
、
尊
重
す
る
こ
と

が
重
要
な
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

﹇
参
考
図
書
﹈

○
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ゴ
ス
社

○
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト　

芝
健
介
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
新
社

○
真
相
・
杉
原
ビ
ザ　

渡
辺
勝
正
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
出
版
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せ

大塚　俊治遠藤　光則 大塚　功名岩井美保子入江　 栄秋田美喜雄

小原　敏裕

長原　幸充

河村富士夫 岸本　耕二金平 　收 下嶋　三郎 杉原　秀延

田尾　昭典 谷　 德之高見　達雄高塚　利夫 天島　清憲

中村　 公 真島　國博前田　繁昌 森田　利正日野　永保 舩田　愛治

渡邉　輝幸山本　孝幸山根　和夫 米澤　誠一矢田　剛志

（左から５０音順・敬称略）

（行政区）（推薦母体）

任期は平成２０年７月２０日から平成２３年７月１９日まで

土地改良区香取農協

伯耆農業共済 鳥取西部農協

　７月２２日に改選後初の農業委員会を開き、会長に金平 收さん、

同職務代理に米澤誠一さんが選出されました。

　農業委員は下記の方々です。

（富岡）（束積） （旧奈和） （退休寺）（大塚） （神原）

（二本松）（樋口） （陣構）

（長野）

（唐王） （文珠領）

（塩津）（赤松） （蔵岡）（香取下）

（富長東）

（高橋）

（羽田井）（上坪西） （上福） （梶原）（峯小竹） （御来屋 10区）

（坪田２区）（坊領） （上野） （南御崎） （下甲）

議会 議会

渡邊　仁史
（妻木）

新しい農業委員会委員が決まりました
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お　

知　

ら　

せ

　

大
山
町
で
は
、
道
ゆ
く
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
四
季
折
々
の
花

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
方

の
作
品
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま

す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

道
路
沿
い
に
咲
き
誇
る
き
れ
い
な

花
々
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報

を
。

◆
対
象

  

景
観
形
成
に
貢
献
す
る
花
づ
く
り

の
活
動
を
し
て
い
る
個
人
、
団
体
を

対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

大
山
活
性
化
事
業
の
花
壇
な
ど
の
整

備
事
業
も
対
象
と
し
ま
す
。

◆
表
彰

　

町
の
文
化
祭
で
表
彰
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

  

①
、
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

①
写
真
を
撮
っ
て
郵
送
ま
た
は
直
接

役
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
写
真

は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

②
本
庁
企
画
情
報
課

（
☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２
）

に
電
話
で
応
募
す
る
。（
こ
ち
ら
で

写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
）

◆
募
集
期
間

　

平
成
20
年
9
月
下
旬
ま
で

花
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル　

作
品
募
集

募　

集

海
上
保
安
大
学

校･

学
校
学
生

採
用
試
験

海
上
保
安
大
学
校

◆
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
を
来
春
卒
業
見
込
み
者
お
よ
び

卒
業
者
。
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学

年
を
来
春
修
了
見
込
み
者
お
よ
び
修

了
し
た
方
。
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格

検
定
を
含
む
）
合
格
者
。

◆
採
用
予
定
数　

約
45
人

◆
試
験
日
程

・
受
付
期
間　

　

8
月
28
日（
木
）〜
9
月
９
日（
火
）

･

第
1
次
試
験
日

　

11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

・
第
1
次
試
験
地

　

米
子
市
、
神
戸
市
、
広
島
市
ほ
か

海
上
保
安
学
校

◆
受
験
資
格

　

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校
を
来
春
卒
業
見
込
み
者
お
よ
び

卒
業
者
。
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学

年
を
来
春
修
了
見
込
み
者
及
び
修
了

し
た
方
。
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格
検

定
を
含
む
）
合
格
者
。

◆
採
用
予
定
数

　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
過
程

　

約
95
人

　

航
空
過
程　
　
　
　
　
　

約
10
人

男
女
共
同
参
画

推
進
検
討
委
員

募
集

　

男
女
共
同
参
画
推
進
を
一
緒
に
考

え
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

早
期
実
現
を
め
ざ
し
て
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
の
着
実
な
推
進
の
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
推
進
検
討
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

　

2
人

◆
応
募
用
件

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
と

関
心
の
あ
る
方
（
お
お
む
ね
18
歳
以

上
65
歳
以
下
の
方
）

◆
募
集
期
間 

　

8
月
15
日
（
金
）
ま
で

◆
任
期

　

2
年
（
平
成
20
年
9
月
1
日
予
定
〜
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
推
進
課

　

（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

試　

験

町
職
員
採
用

資
格
試
験

　

平
成
20
年
度
の
大
山
町
職
員
の
採

用
資
格
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

◆
職
種

　

一
般
事
務
、
保
健
師

◆
受
験
資
格        

 

（
１
）
一
般
事
務

　

大
山
町
の
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

で
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

 

（
２
）
保
健
師

　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る

方
ま
た
は
平
成
21
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る

方◆
第
一
次
試
験
の
日
時
と
場
所    

　

９
月
21
日
（
日
）
米
子
市
内

◆
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
８
月
４
日
（
月
）
か

ら
役
場
総
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
お
よ
び
西
部
町
村
会
事
務
局
で
受

領
し
て
下
さ
い
。

　

提
出
書
類
は
受
験
申
込
書
に
所
要

事
項
を
記
入
し
、
８
月
27
日
（
水
）

午
後
5
時
ま
で
に
西
部
町
村
会
事
務

局
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。（
同
日
ま

で
に
到
着
す
る
よ
う
郵
送
も
可
）

○
西
部
町
村
会
事
務
局

　

〒
６
８
３
‐
０
０
５
４

  

米
子
市
糀
町
１
丁
目
１
６
０  　

 

  

西
部
総
合
事
務
所
内

  

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
２
０
４
９
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情
報
シ
ス
テ
ム
過
程　
　

約
35
人

　

海
洋
科
学
過
程　
　
　
　

約
10
人

◆
試
験
日
程

　

受
付
期
間

　

7
月
22
日（
火
）〜
8
月
5
日（
火
）

　

第
1
次
試
験
日　

9
月
28
日（
日
）

　

第
1
次
試
験
地

　

米
子
市
、
神
戸
市
、
広
島
市
ほ
か

◆
申
し
込
み
先　

　

〒
６
８
４
‐
０
０
３
４

　

境
港
市
昭
和
町
９
‐
１

　

境
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
８
５
９
‐
42
‐
２
５
３
２

　

催　

し

納
涼
の
夕
べ

　

ふ
る
さ
と
に
残
る「
い
さ
い
踊
り
」

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、踊
り
つ
づ
け
て
い
こ
う
と「
中

山
い
さ
い
踊
り
保
存
会
」
の
み
な
さ

ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
年
盆
踊
り

大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
さ
い
踊
り

盆
踊
り
大
会

　

大
山
公
民
館
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
納
涼
の
夕
べ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
40
回
と
な
る
今
回
は
、
敷
地
内

に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
地
元
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
出
し

物
、
誰
も
が
参
加
し
て
楽
し
む
盆
踊

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

企
業
な
ど
の
協
賛
に
よ
る
花
火
大
会

も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

８
月
16
日
（
土
）
18
時
30
分
〜

◆
場
所

　

大
山
公
民
館
前
広
場
（
雨
天
の
場

合
は
大
山
中
学
校
体
育
館
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
公
民
館　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

花火大会・夜店など楽しい
ことがいっぱい！

む
き
ば
ん
だ

イ
ベ
ン
ト

　

開
場
時
間
を
２
時
間
延
長
。
妻
木

晩
田
遺
跡
な
ら
で
は
の
雄
大
な
夕
景

色
を
ぜ
ひ
お
楽
み
く
だ
さ
い
。

◆
期
間 

８
月
９
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

◆
時
間 

19
時
ま
で

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー

ウ
ィ
ー
ク

夏
の
星
座
観
察
会

　

満
天
の
星
空
と
眼
下
に
広
が
る
見

事
な
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

◆
申
込
期
限　

８
月
25
日
（
月
）
ま
で

ど
ち
ら
も
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
37
‐
４
０
０
０

◆
日
時

　

８
月
18
日
（
月
）

　

19
時
30
分
〜
21
時

◆
場
所

　

中
山
公
民
館
前　

駐
車
場
（
雨
天

時
は
公
民
館
２
階
大
会
議
室
）

い
さ
い
踊
り
普
及
講
習
会

◆
日
時

　

８
月
11
日
（
月
）

　

19
時
30
分
〜
21
時

◆
場
所

　

中
山
公
民
館
２
階
大
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

野焼きはやめましょう !
　家庭から出た可燃ごみなどの野外焼却（野焼き）は、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律により一部を除いて原則禁止となっています。

【野焼き禁止の例外】　　

　●農業・林業・漁業を行うためやむを得ないものの焼却

　●風俗習慣上又は宗教上の行事を行うための焼却

　●たき火など日常生活を営む上で通常行われる軽微なもの

ご注意：野焼き禁止の例外とされている行為でも、周辺の住民に支障を与え苦情

などがある場合は、改善策を講じていただく対象となる場合があります。　

【盆の精霊送りの供え物】

　 盆の精霊送りの供え

物は、可燃物と不燃物に

区別して通常のごみ収集

日に出してください。河

川などに流すと汚染の原

因になります。
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知　

ら　

せ
き
る
と
き

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、

児
童
福
祉
施
設（
通
園
施
設
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
の

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
場

合
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
方
、
ま
た
は
同
居

さ
れ
て
い
る
親
族
な
ど
の
所
得
に
応

じ
て
、
全
部
支
給
、
一
部
支
給
、
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

現
況
届
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者
は
毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
未
提
出
の

ま
ま
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
、
政
令
で
認

め
ら
れ
る
程
度
の
障
害
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く

は
母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ

福　

祉

母
子
家
庭
の
方

や
、
障
害
の
あ
る

児
童
を
養
育
し
て

お
ら
れ
る
方
へ

   

次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
親
、
あ
る
い
は

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
、
児
童
の

た
め
の
手
当
で
す
。

　

児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
外
と
な
る
場
合

・
児
童
ま
た
は
母
・
養
育
者
が
日
本

国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

・
児
童
ま
た
は
母
・
養
育
者
が
公
的

年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
や

遺
族
補
償
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
外
と
な
る
場
合

・
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た

は
養
育
者
が
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

・
支
給
対
象
児
童
が
、
障
害
を
事
由

に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
き

・
支
給
対
象
児
童
が
、
児
童
福
祉
施

設
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
、
身
体

障
害
者
更
生
援
護
施
設
な
ど（
通
園
・

通
所
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
方
ま
た
は
同
居

さ
れ
て
い
る
親
族
な
ど
の
所
得
に
よ

り
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
者
は
、
毎
年
８
月
10
日

〜
9
月
11
日
ま
で
の
間
に
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
未
提
出
の

ま
ま
２
年
経
過
す
る
と
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

児童扶養手当支給額

　　（全部支給の場合）

　月額　　　　　　　　　

　対象児童１人  41,720 円

　            ２人  46,720 円

　３人目から１人につき

    3,000 円加算

　特別児童扶養手当支給額

　（対象児童１人につき）

　月額　

　障害が 1級の場合

　　　　　　50,750 円

　障害が２級の場合

　　　　　　33,800 円

「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
年
金
記
録
の

確
認
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

社
会
保
険
庁
か
ら

　

案　

内

　

4
月
か
ら
す
べ
て
の
年
金
受
給
者

に
、
6
月
か
ら
加
入
者
の
方
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

○
緑
色
の
封
筒
で
お
届
け
し
ま
す

  

・
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

　

 

本
年
4
月
か
ら
5
月
ま
で
の
間

  

・
現
役
加
入
者
の
方

　

 

本
年
6
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間

※
3
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
は
、

年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能
性
が

高
い
方
で
す
。

・
ま
だ
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

・
ま
ず
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

○
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

 

・
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」

が
な
い
か
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

・「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
る

場
合
も
、
な
い
場
合
も
、
必
ず
ご
回

答
く
だ
さ
い
。

※
年
金
記
録
が
変
わ
れ
ば
、
正
し
い

年
金
額
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、
年
金
額
が
増
え
る
可

能
性
が
高
い
の
で
十
分
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
ま
わ
り
の
方
に
も
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い

   

ご
家
族
の
方
な
ど
に
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、
過
去
の

職
歴
に
つ
い
て
ご
一
緒
に
記
憶
を
た

ど
っ
て
み
る
な
ど
、
多
く
の
方
か
ら

ご
回
答
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
ご
家
族
で
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農
作
業
標
準
労
働

賃
金
協
定
額

作　業　名
協定額

( 税込み )
摘　　要

稲刈

バインダー

（10a 当り）
7,900 円   すみ刈りは、委託者で行う

賄

い

な

し

コンバイン

（10a 当り）
15,800 円

 １．カッター使用の場合は 600 円加算

 ２．結束機使用の場合は 2,200 円加算

 ３．すみ刈りは、委託者で行う

 ４．倒伏の場合は次のように加算する

　    ５割～７割の倒伏　　　１割増

       ７割以上の倒伏　　　　２割増

一般労務 800 円   １時間当たり

耕
こう

耘
うん

耕　耘　機

トラクター

（10a 当り）

6,000 円   農地の状況により適宜加算 

稲脱穀
ハーベスター

（10a 当り）
7,500 円

堆肥 散　　　布 2,200 円
 １．１トン当たりの料金とする

 ２．堆肥料金は別途料金とする

　

大
山
町
農
業
委
員
会
か
ら
平
成
20

年
後
期
農
作
業
標
準
労
働
賃
金
協
定

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
期
間
は
、

平
成
20
年
8
月
〜
平
成
21
年
3
月
末

ま
で
で
す
。

(消費税総額表示）

　

こ
の
協
定
表
は
、
全
町
の
標
準
額

で
す
。
地
区
に
よ
っ
て
は
相
違
が
あ

り
ま
す
し
、
農
地
の
状
況
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
の
で
、
標
準
労
働
賃

金
表
を
参
考
に
話
し
合
い
に
よ
り
決

定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
農
業
委
員
会

　

☎
０
８
５
8
‐
58
‐
６
１
１
５

平成 20年 後期 農作業標準労働賃金協定表

国
民
健
康
保
険
税
の

支
払
方
法
の
変
更
に

つ
い
て

も
、
お
一
人
お
一
人
に
届
く
時
期
は

異
な
り
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

○
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　

月
〜
金
曜
日
：
9
時
〜
20
時

　

第
2
土
曜
日
：
9
時
〜
17
時

　

（
右
記
以
外
の
受
付
日
時
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sia.go.jp/

で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
）

　

※
IP
電
話
・
PHS
か
ら
は

　

０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　

※
一
般
の
年
金
相
談
は

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

○
米
子
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
６
１
１
１

※
都
道
府
県
社
会
保
険
労
務
士
会　

で
も
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
分
担

金
に
つ
い
て

　

旧
大
山
町
に
お
住
ま
い
の
方
と
、

旧
名
和
町
・
旧
大
山
町
の
事
業
所
な

ど
の
方
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
、
公

共
ま
す
を
設
置
済
み
で
、
新
た
に
下

水
道
を
接
続
さ
れ
る
方
は
、
次
の
分

担
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
増
築

の
場
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

　

下
水
道
の
接
続
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
20
年
度
中
の
接
続
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

【
平
成
21
年
度
以
降
の
分
担
金
】

　

○
旧
大
山
町
の
一
般
家
庭

　
　

（
公
共
ま
す
設
置
済
み
）

　
　

30
万
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

○
旧
名
和
町
・
旧
大
山
町
の

　
　

事
業
所
な
ど

　
　

（
公
共
ま
す
設
置
済
み
）

　
　

35
万
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

（
流
水
人
口
５
人
以
上
は
１
人

　
　

に
つ
き
１
万
５
千
円
加
算
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課
（
名
和
分
庁
舎
）

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
４

下
水
道
事
業
分
担
金
�
経

過
措
置
�
平
成
20
年
度
�

終
了
�
�
�
�

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
本

年
４
月
か
ら
年
金
か
ら
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
方
、
ま
た
は
本
年
10

月
か
ら
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ

く
予
定
と
な
っ
て
い
る
方
の
う
ち
、

次
の
①
お
よ
び
②
の
い
ず
れ
の
要
件

も
満
た
す
方
は
、
事
前
に
金
融
機
関

の
窓
口
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ

れ
た
上
、「
本
人
控
え
」
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
税
務
課
の
窓
口
へ
申
し

出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
税
を

口
座
振
替
に
よ
っ
て
お
支
払
い
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

①
過
去
2
年
間
の
国
保
税
を
滞
納
す

る
こ
と
な
く
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
。

②
こ
れ
か
ら
の
国
保
税
を
、
口
座
振

替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
け
る
方
。

※
口
座
振
替
へ
の
変
更
と
な
る
時
期

は
、
申
し
出
い
た
だ
く
時
期
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８
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案　

内

診
療
所
の

盆
休
に
つ
い
て

　

お
盆
期
間
の
各
診
療
所
の
休
診
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
山
診
療
所
、
名
和
診
療
所
】

　

８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

（
8
月
16
日
（
土
）
は
通
常
休
診
日
）

【
大
山
口
診
療
所
】

　

８
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

（
8
月
16
日（
土
）午
前
は
診
療
あ
り
）

【
大
山
口
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
】

　

8
月
13
日
（
水
）
〜
16
日
（
土
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

診
療
所
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
１
０
６

『
名
和
町
誌
』

『
大
山
町
誌
』

購
入
予
約
開
始
！

刊
行
は
平
成
22
年
3
月

　

教
育
研
究
所
で
は
、
旧
町
単
位
の

町
誌
を
編
さ
ん
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
22
年
3
月
に
『
名
和
町
誌
』
と
『
大

山
町
誌
』
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
名
和
町
誌
は
昭
和
53
年

に
、
大
山
町
誌
は
昭
和
55
年
に
そ
れ

ぞ
れ
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
前

回
の
町
誌
編
さ
ん
か
ら
町
村
合
併
ま

で
の
旧
町
の
歩
み
を
中
心
に
、
前
町

誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
内
容
や
、

妻
木
晩
田
遺
跡
の
よ
う
に
新
た
に
発

見
さ
れ
た
内
容
を
盛
り
込
み
、
名
和

ら
し
さ
・
大
山
ら
し
さ
が
出
る
よ
う

編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

名
和
地
区
・
大
山
地
区
の
自
然
、

歴
史
、
民
俗
、
産
業
、
行
政
、
教
育

な
ど
、
地
域
資
史
料
と
し
て
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
販
売
に
つ
い
て

　

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
読
ん

で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
名
和

町
誌
・
大
山
町
誌
と
も
、
一
部
千
円

で
販
売
し
ま
す
。
平
成
22
年
3
月
の

刊
行
後
に
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に

代
金
と
引
き
か
え
で
本
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

な
お
、
製
本
に
あ
た
っ
て
は
、
購

入
希
望
部
数
分
の
印
刷
製
本
を
す
る

予
定
で
す
。
増
刷
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

各
町
誌
の
申
し
込
み
は
、
9
月
5

日
（
金
）
ま
で
に
、
次
の
方
法
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
大
山
地
区
・
名
和
地
区
】

　

区
長
さ
ん
に
申
し
込
み
書
の
回
覧

を
お
願
い
し
ま
す
。
購
入
申
し
込
み

さ
れ
る
方
は
、
そ
の
用
紙
に
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
・
必
要
部
数
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
教
育
研
究
所
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
中
山
地
区
】

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接

教
育
研
究
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
研
究
所

　

大
山
町
古
御
堂
１
７
７

　

（
旧
庄
内
小
学
校
校
舎
内
）

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
２
１

※
中
山
町
誌
の
刊
行
が
遅
れ
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

電
気
式
生
ご
み

処
理
機
購
入
費

補
助
制
度

　

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
一
環
と
し
て
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
方
に
、
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
の
約
４

割
が
生
ご
み
で
、
特
に
夏
場
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
補
助
制
度

を
利
用
し
て
、
生
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対
象
者

　

町
内
居
住
の
方
で
、
処
理
機
か
ら

出
る
堆
肥
な
ど
を
自
分
の
責
任
に
お

い
て
処
理
で
き
る
方

（
１
世
帯
に
つ
き
、
補
助
は
１
台
ま

で
）

◆
補
助
対
象
機
種

・
バ
イ
オ
式
（
生
ご
み
を
微
生
物
の

力
で
発
酵
・
分
解
さ
せ
る
も
の
）

・
乾
燥
方
式
（
生
ご
み
を
乾
燥
さ
せ

て
量
を
減
ら
す
も
の
）

◆
補
助
金
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１

　

補
助
上
限
額
２
万
円

　

（
本
年
度
の
予
算
は
20
台
で
す
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
領
収
証
（
申
請
者
の
氏
名
記
載
が

あ
る
も
の
）

・
保
証
書

・
補
助
金
振
込
先
口
座
番
号
（
申
請

者
名
義
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０　

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１　

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１
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時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３１日
６：00 こんにちは 大山町役場です② こんにちは 大山町役場です③ こんにちは 大山町役場です④

最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３ 最近の出来事８月号

７：00 最近の出来事７月号 最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３

最近の出来事６月号 最近の出来事 ７月号 最近の出来事７月号２

８：00

９：00

10：00 在宅ケア講演会

11：00

12：00 こんにちは 大山町役場です② こんにちは 大山町役場です③ こんにちは 大山町役場です④

最近の出来事 ７月号２ 最近の出来事７月号３ 最近の出来事８月号

13：00 最近の出来事 ７月号 最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３

最近の出来事 ６月号 最近の出来事 7月号 最近の出来事７月号２

14：00

15：00 こんにちは 大山町役場です② こんにちは 大山町役場です③ こんにちは 大山町役場です④

最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３ 最近の出来事８月号

16：00 最近の出来事７月号 最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３

最近の出来事 6月号 最近の出来事 7月号 最近の出来事７月号２

17：00 在宅ケア講演会

18：00

19：00

20：00 こんにちは 大山町役場です② こんにちは 大山町役場です③ こんにちは 大山町役場です④

最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３ 最近の出来事８月号

21：00 最近の出来事７月号 最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３

最近の出来事 6月号 最近の出来事 7月号 最近の出来事７月号２

22：00 在宅ケア講演会

23：00

0：00 こんにちは 大山町役場です② こんにちは 大山町役場です③ こんにちは 大山町役場です④

最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３ 最近の出来事８月号

1：00 最近の出来事７月号 最近の出来事７月号２ 最近の出来事７月号３

最近の出来事 6月号 最近の出来事 7月号 最近の出来事７月号２

 

　前の週から放送して

いる番組は、新しい番

組が準備出来しだい、

差し替える予定です。

また、業務の都合によ

り予定どおり放送でき

ないこともありますの

で、ご了承ください。

放送予定が無い時間帯

については、文字情報

で行政情報などを提供

しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３１日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

８月

◆最近の出来事６月号（16分）

　○大山カレッジ入学式

　○やすらぎの里訪問キャラバン虹の会

　○大山小赤松分校アイガモ放鳥

◆最近の出来事７月号（29分）

　○中学生職場体験  ○ところごスポーツフェスタ

　○モンベルクラブ大山店オープン 

　○町民グラウンドゴルフ大会

　○逢坂保育所「親子で楽しむコンサート」

　○投稿ビデオ

◆最近の出来事７月号２（予定）

　○高齢者学級交流研修会「レッツダンス」

　○光徳保育所「磯遊び」○束積の虫送り

　○大山地区海岸一斉清掃

◆在宅ケア講演会（1時間 33 分）

　6月 18 日に行われた講演会「地域で自分

らしく生きるために～大山町の在宅医療・在

宅ケアを考える～」です。

◆最近の出来事７月号３（予定）

　○図書館本館「大工さん遊び」

　○大山町納涼花火大会

　○大山高原クロスカントリー大会

　○所子保育所「カレー作り」

◆最近の出来事８月号（予定）

　○甲川渓流まつり  ○日御崎神社滝さんまつり

　○その他



日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

大山町行事カレンダー8 2008．August

広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

人権相談
１３：３０～１６：００

役場中山支所

人権相談 9：00 ～ 12：00
人権交流センター

犬・ねこのひきとり
10:00 ～中山支所総合窓口課、
10:30 ～本庁住民生活課、
11:00 ～大山支所総合窓口課

いさい踊り　盆踊り大会
１９：３０～２１：００
中山公民館前　駐車場
（雨天時は公民館２階大会議室）

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

人権相談 13：00 ～ 16：00
保健福祉センターだいせん

保育所開放日　
１０：００～１１：００

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターだいせん

9 月 育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

おはなし図書館
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

甲川渓流まつり
９：３０～１４：００
甲川うぐいす橋下手

韓国襄
やん

陽
やん

郡
ぐん

大山中学生訪問
８月５日～８日

むきばんだサンセット
ビューウィーク
８月９日～ 17日
１９：００まで

中山地区納涼花火大会
２０：３０～
御崎漁港防波堤

所子地区 納涼の夕べ
１８：３０～
大山公民館

大山烏天狗まつり
１０：００～１５：００
大山寺参道周辺

小学校始業式 中学校始業式

科学遊び
１０：００～１１：３０
名和公民館

あっつい夏のお話会
１０：３０～１１：００
名和公民館

夜のとしょかん
おばけ話会 
１９：３０～２０：１０
町立図書館本館

育児学級
１０：００～１１：３０
福祉センターなかやま

ちいさなおはなし会
１０：００～１１：００
大山公民館

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　  （財）大山恵みの里公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

   大山小学校 赤松分校

   ℡ 0859‐53‐8707

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

みんなでいっしょに
遊ぼう１３：００～１５：００
大山公民館

法律相談
９：３０～１１：３０
保健福祉センターなわ

行政相談
９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

行政相談
９：３０～１２：００
保健福祉センターなわ

行政相談 13：00 ～ 16：00
保健福祉センターだいせん

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各福祉センター

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各福祉センター

大山町みんなの人権セミナー
「同和問題の現状と課題」
～今、訴えたいこと～
１９：３０～２１：００
人権交流センター

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操 13：30 ～ 15：00
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

大山学講座
「大山町の魅力を語る」
１４：００～１５：３０
中山生活想像館

第４回
大山町バレーボール大会
８：３０～
大山農業者トレーニングセンター、
大山中学校体育館

名和地区盆野球大会
（～１５日）８：３０～
名和スポーツランド野球場、名和中
学校グラウンド

中山地区盆野球大会
８：００～中山野球場、中山中学校・
中山小学校グラウンド、中山運動場

所子地区盆野球大会
７：３０～大山野球場、大山中学
校グラウンド

高麗地区盆野球大会
８：００～大山野球場



種 別 月　日 場　所 時  間 対　象

 子宮がん検診

 乳がん検診

8月 20 日（水）  こうれいコミュニティーセンター

 13:30 ～ 14:00

 子宮がん　20歳以上

 乳がん：マンモグラフィー 40歳

 以上の隔年

 ＊今年から甲状腺がん検診は

 ありませんのでご了承ください。

8月 21 日（木）  中山農村環境改善センター

8月 22 日（金）  保健福祉センターなわ

9月   4 日（木）  保健福祉センターだいせん

9月   5 日（金）  保健福祉センターなわ

種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健

診

乳幼児健診

 8 月 21 日（木）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 14:30

3 カ月～

      2 歳 6 カ月

母子健康手帳を

お持ちください
 8 月 27 日（水）

中山農村環境改善

センター

1歳6カ月・

3歳児健診
 8 月  8 日（金）

保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 13:30

1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します

予
防
接
種

ＢＣＧ  8 月 26 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

ポリオ  9 月  2 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 7 歳 6

カ月未満の未接

種者

個人通知します

子どもの健診・予防接種のお知らせ

＊１歳６カ月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本になります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要になります。福祉保健課にご連絡ください。

8月 1日～ 9月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

8月  1 日（金）

8月 29 日（金）

9月  5 日（金）

保健福祉セン

ターだいせん
13:30 ～ 15:00

ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

8月  4 日（月）

8月 18 日（月）

9月  1 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 15:00

 8 月　8日（金）

8月 22 日（金）

中山農村環境

改善センター
9:30 ～ 11:00

☆子どもの健診、予防接種、基本健診、各種がん検診、

健康相談、健康づくり等に関することは

保健福祉センターなわ福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防等に関することは

大山町地域包括支援センター　　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（お問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級

 8 月   1 日（金） 保健福祉センターだいせん

受付（9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子

　絵本の読み聞かせ、

　なかよし遊び
 8 月 22 日（金） 福祉センターなかやま☆

 9 月  5 日（金） 保健福祉センターだいせん

すくすく
広場

 8 月  8 日（金）

 8 月 29 日（金）
ふれあい会館 10:00 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子と妊産婦
季節の遊び

栄養相談  8 月 26 日（火）
保健福祉センターなわ
＊ＢＣＧ予防接種の場で行います

 13:45 ～ 15:00
３カ月～１歳児の

保護者

離乳食のミニ講話、

試食、栄養士、保健

師の相談

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター  開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）8:30 ～ 17:15、第 2土曜日 8:30 ～ 13:30 ○子育て中の

ふれあいの場として、いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなた

でも参加できます　○いつでも子育て相談できます（個別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行

☆ 4月から中山地区での育児教室の実施場所が変わりました。

各種健 ( 検 ) 診のお知らせ

＊検診には必ず該当票をお持ちください。忘れると受診できませんのでご注意ください。

＊健康診査には保険証、受診券が必要です。

＊大腸がん検診は、一部受診票を送付していますので、お持ちください。（なくても受けられます）

＊料金、持ち物についてはお知らせをごらんください。

＊大腸がん検診は集団検診の各会場で受付けます。




